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電卓（電卓機能に限る）使用可。裏面の原子番号・原子量表および物理定数表を使ってよい。 
 
【１】 (1) Moseley の法則とは何か。	

(2) Moseley は、その当時発表されたばかりの Bohr の原子模型と調和させつつ，自らの実験
結果を解釈した。下式を参考にして彼の解釈を説明せよ。式中の定数の意味に言及すること。	

	  K系列の場合： ν1/2＝QK {(3/4)ν0}1/2
	  	 QK＝Z – 1 

	  L系列の場合： ν1/2＝QL {(5/36)ν0}1/2
 	 QL＝Z – 7.4	

 
【２】次の事柄を、混成軌道の概念を用いて説明せよ。	

(1) 有機化合物の C−Hは酸として非常に弱いながらも pKaが見積もられており、メタンとベンゼ
ンでそれぞれ、40 と 37 である。 

(2) エタン、エチレン、アセチレンの C-H 結合長はそれぞれ 1.10、1.09、1.08 Å である。 
 
【３】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
【４】Re2Cl8

2- は右図のような構造をもつ。金属間距離が短く、塩素原子の
配座が重なり型になるのは Re間に 4重結合性があるためである。 

	 (1) 75Reと Re3+ の電子配置を、1s2... のように書け。 
	 (2) 分子軌道準位図を用い、4重結合を説明せよ。次に、電子配置を σ1s

2... 
の例にならって記せ。簡便のため結晶場を無視して Re2

6+ で考えよ。
準位図も電子配置も、当該結合に関わる軌道部分だけでよい。 

 
【５】Al3+ とハロゲン化物イオンからなる錯体の安定性は、F– > Cl– > Br– > I– であるのに対し、Ag+ 
とハロゲン化物イオンからなる錯体の安定性は、I– > Br– > Cl– > F– である。 
	 (1)	 HSABの概念に基づいてこれを説明せよ。次の語を用いること: 電荷制御、軌道制御 
	 (2)	 Li+, Ca2+, Cu+, Cd2+ はそれぞれどちらの傾向を示すか、予想せよ。 
 
【６】 八面体結晶場（配位子場）分裂エネルギー ΔO およびスピン対形成に必要なエネルギー P に

ついて、[Mn(H2O)6]2+ では ΔO = 7800 cm-1, P = 25500 cm-1 であり、[Fe(CN)6]4- では ΔO = 33000 
cm-1, P = 17600 cm-1 である。 (a) 低スピンと高スピンのそれぞれの電子配置を描き、(b) 結晶
場安定化エネルギーをそれぞれ ΔO と P で表し、(c) 最後にそれらの大小を比較することに
よりそれぞれの錯体の基底スピン状態を答えよ。 

 
【７】次の語句を２行程度で説明せよ。絵を使ってもよい。 

(1) 球面調和関数	  (2) 電子親和力	  (3) 金属電導性の温度係数	  (4) 不純物半導体  
(5) 有効原子番号または 18電子則	  (6) 原子価殻電子対反発則	  (7) facと mer 異性  
(8) 光電子分光	  (9) α崩壊	  (10) 共鳴と平衡の違い 

ヒント:自然界では	U	の
最小が実現される。従っ
て 1)では、➀で dU/dr	=	0	
を解く。このときの	r	が	

re、U	が	－Ulat	である。	



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


